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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

スマートエスイー 修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

テレワーク中の状況に合わせた自動作曲によるBGM生成およびそ
の音楽の共有による一体感生成システムに向けた取り組み

栗田 育典

サービス概要：BGM付きオンラインコミュニケーションプラットフォーム

技術検証・評価

テーマの背景と課題 手法・ツールの適用による解決

スマートエスイーでの学びから得たテクノ
ロジーやその方法論等の知識と現在テレ
ワーク中心になっている自分の業務体験
にある課題感からサービスをデザイン

考察・今後について

テレワーク向けオンラインコミュニケーションプラットフォーム上に、プロジェクト/チームごとにルームを作成可能、そのルーム内に
は特性にあったBGMが流れている。テレワークの状況別に、チームや個人の作業の効率化の向上を実現する

三郎 四郎

Room1（打ち合わせ）

太郎 次郎

Room2（目指せ完了）

• Room内は、固定のBGMが流れていて、通話等が可能
• ユーザーはプラットフォーム上の距離間で通話が可能
• 音楽を共有するには、著作権の課題があるため、自動作曲により今までない音楽を活用

Room3（リラックス） Room4（考え中）

IoTイノベーション（価値創造キャンパス、
SCAIグラフ、オープン＆クローズキャンバ

ス、ビジネスモデルキャンバス等）の学び
からサービスの概要設計をし、自動作曲
がどこまで可能なのかの技術検証を実施

 テレワークの状況別に適した音楽（ジャ
ンル）を想定し定義

 テレワークの状況別にどのアルゴリズム
/モデル化ふさわしいか、主に
tensorflow/Magentaの各モデルを用い
て、12種類の技術検証を実施し、生成さ
れた音楽を評価

 無機質な現代音楽的な楽曲やリズムメ
インの電子音楽は、個人作業等に有効
性であると評価した

 全てのジャンルや工程を自動作曲する
のは技術的には難しい。一定の有効性
のある領域はあると考える

 自動作曲のアルゴリズム・モデルは全て
Pythonで実装されているため、各ユー

ザーの状況（表情等）に相応しいモデル
をロジカルに判定するのは可能である
（今回の修了制作ではスコープ外として
いるが）ため、BGM付きコミュニケーショ

ンプラットフォームとしては、将来的に実
装可能であるため引き続き検討を継続
する
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